
 
 

最
近
、
知
人
の
誘

い
も
あ
っ
て
劇

団
民
芸
主
催
の

演
劇
を
観
劇
し

て
い
る
。
劇
と
い

   （１） 
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う
も
の
を
と
ん
と
観
た
こ
と
が

無
い
事
も
あ
っ
て
、
中
々
新
鮮

味
を
も
っ
て
観
ら
れ
る
▼
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
っ
て
も
公
演
に
は
多

く
の
人
が
来
場
。
も
ち
ろ
ん
会

場
側
も
来
場
者
の
検
温
と
除
菌

ア
ル
コ
ー
ル
を
用
意
▼
緊
急
事

態
宣
言
下
で
公
演
等
の
文
化
活

動
が
制
限
さ
れ
る
な
か
、
劇
団

の
方
達
は
感
染
リ
ス
ク
に
意
識

を
し
な
が
ら
、
い
つ
も
以
上
に

緊
張
感
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
う
考
え
る
と
一
度
一
度

の
公
演
に
も
の
め
り
込
む
よ
う

に
集
中
し
て
観
ら
れ
る
▼
民
芸

の
年
間
会
員
に
な
る
と
年
内
の

公
演
を
格
安
で
観
ら
れ
、
事
前

に
日
付
を
指
定
す
れ
ば
チ
ケ
ッ

ト
が
送
付
さ
れ
る
。
当
日
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
無
料
。
私
も
年

間
会
員
に
。
今
後
も
観
劇
を
楽

し
む
為
で
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
頑
張
る
劇
団
の
方
達
へ

の
応
援
金
と
い
う
意
味
も
あ
る

▼
年
内
は
あ
と
２
・
３
回
公
演

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
も
う
少

し
楽
し
む
事
が
出
来
そ
う
だ
。

来
年
以
降
も
可
能
で
あ
る
な
ら

見
続
け
よ
う
と
思
う
。(

Ｉ
） 

 

 

議
長
に
は
八
王
子
支
部
の
山

口
委
員
、
委
員
会
報
告
を
西
部
支

部
の
奥
山
委
員
が
お
こ
な
い
、
今

委
員
会
が
成
立
し
て
い
る
こ
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 
続
い
て
、
地
本
田
中
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
を
お
こ
な
い
、
議
事
に

入
り
ま
し
た
。
第
１
０
回
定
期
全

国
大
会
議
案
書
に
つ
い
て
の
地

本
見
解
を
松
原
書
記
長
が
お
こ

な
い
、
休
憩
を
は
さ
み
な
が
ら
質

問
・
疑
問
点
・
意
見
な
ど
を
出
し

あ
い
な
が
ら
進
行
し
て
い
き
ま

し
た
。 

 

発
言
内
容
は
、
土
曜
休
配
で
の

再
配
置
、
コ
ス
ト
削
減
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
か
ん

ぽ
生
命
裁
判
の
状
況
、
人
減
ら

し
、
増
員
要
求
、
退
職
者
の
後
補

充
な
し
、
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
動

き
、
Ｊ
Ｐ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５
、

民
営
化
の
行
き
詰
ま
り
、
グ
ル

ー
プ
内
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
春
闘

の
総
括
、
欠
員
で
の
他
班
応

援
、
土
曜
休
配
で
の
弾
力
的
運

用
、
日
本
郵
政
の
東
京
電
力
と

の
提
携
、
２
０
条
裁
判
集
団
訴

訟
、
追
加
訴
訟
の
今
後
の
動

き
、
支
え
る
会
の
継
続
、
深
夜

労
働
土
曜
休
配
の
絡
み
で
労

働
条
件
の
変
化
、
オ
リ
パ
ラ
関

係
で
の
運
送
便
の
対
応
、
再
雇

用
で
の
給
与
の
差
、
格
差
の
是

正
を
、
各
支
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
で

の
活
動
報
告
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

が
横
行
、
労
働
力
の
格
差
是
正

な
ど
多
く
の
地
方
委
員
か
ら

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

執
行
部
側
か
ら
も
細
か
く
回

答
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

委
員
会
終
了
に
際
し
、
山
口
議

長
に
労
い
の
拍
手
を
送
り
、
当

面
の
行
動
日
程
の
提
起
、
小
関

副
委
員
長
よ
り
ま
と
め
と
閉
会

の
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

全
国
大
会
代
議
員
の
方
々
は

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
奮
闘
願
い
ま

す
。 

 

   第１０回定期全国大会代議員（東京選出） 

小関 雅彦  小石川支部   地本副委員長（正社員） 

十代 友里子 東京特定局支部 支部長   （正） 

井上 順平  練馬支部    地本執行委員（期間雇用社員） 

松原 義孝  大田支部    地本書記長 （正） 

日馬 辰巳  銀座支部    支部書記長 （正） 

東條 浩昭  新東京支部   支部長   （正） 

五十嵐 一浩 東京多摩支部  支部長   （正） 

 

 
あいさつをする田中委員長 

 

 

 

開
会
に
あ
た
り
、
小
関
地
本

副
委
員
長
を
仮
議
長
に
、
委
員

会
役
員
の
任
命
と
し
て
資
格

審
査
委
員
・
議
事
運
営
委
員
会

(

一
括)

、
議
長
を
選
出
し
ま
し

た
。 

郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
東
京
地
本
は
、
６
月
２
４
日(

木)

第
１

６
回
地
方
委
員
会
を
、
豊
島
区
の
東
部
区
民
事
務
所
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。 

 

出
席
し
た
地
方
委
員
は
、
７
月
２
、
３
日
の
第
１
０
回
定
期
全
国

大
会
へ
向
け
た
活
発
な
論
議
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 



  
  

 

今
回
、
勤
務
の
関
係
で
こ
こ

に
は
来
ら
れ
な
い
郵
政
の
勤
務

員
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

彼
は
、
都
内
の
郵
便
局
で
非

正
規
社
員
と
し
て
深
夜
労
働
を

し
て
い
ま
す
。
彼
の
給
料
は
時

給
１
１
７
０
円
で
、
深
夜
割
増

賃
金
を
含
め
ま
す
と
１
５
０
０

円
相
当
に
な
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
友
人
は
貯
金
を
す
る

た
め
に
、
食
事
回
数
を
減
ら
し
、

一
日
５
０
０
円
以
下
の
食
費
に

抑
え
て
い
ま
す
。
一
食
で
は
あ

り
ま
せ
ん
、
一
日
あ
た
り
５
０

０
円
で
す
。 

 

も
と
も
と
旅
行
に
出
か
け

た
り
、
外
食
す
る
こ
と
が
少
な

い
た
め
、
幸
い
に
も
コ
ロ
ナ
禍

の
現
在
に
お
い
て
も
生
活
水

準
が
落
ち
る
こ
と
な
く
過
ご

せ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
を

抜
き
に
し
て
も
、
根
本
的
に
食

事
回
数
を
減
ら
し
た
り
、
５
０

０
円
以
下
の
食
費
に
し
な
け

れ
ば
貯
金
す
ら
ま
ま
な
ら
な

い
状
態
が
大
き
な
問
題
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
深
夜
労
働

は
自
律
神
経
な
ど
に
影
響
を
与

え
る
リ
ス
ク
に
も
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
リ
ス
ク
を
取
っ

て
な
お
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら

れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
考
え
れ
ば
、 
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当
面
の
行
動
日
程 

７
月
２
・
３
日 

第
１
０
回 

全
国
大
会 

 

４
日 

東
京
都
議
会
選
挙 

 

８
日 

労
契
法
２
０
条
集
団 

 
 

 
 
 
 

訴
訟 

東
京
地
裁 

 
 
 
 

第
１
１
回
地
本 

執
行
委
員
会 

 

１
７
・
１
８
日 

全
国 

書
記
長
会
議 

 
 
 
 

 

 

１
９
日 

総
が
か
り
国
会
前 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
動 

 

２
９
日 

第
１
２
回
地
本 

執
行
委
員
会 

８
月
５
日 

労
契
法
２
０
条 

 
 
 
 
 
 
 
 

追
加
訴
訟 

 

１
９
日 

第
１
３
回 

地
本
執
行
委
員
会 

 

２
６
日 

第
１
０
回 

 
 
 
 
 
 
 
 

地
本
大
会 

 
 

 

で
増
減
し
ま
す
。
こ
の
ま
ま
今

年
の
最
低
賃
金
も
据
え
置
か

れ
て
し
ま
え
ば
、
今
話
し
た
友

人
も
含
め
、
郵
政
労
働
者
の
生

活
改
善
は
見
込
め
ま
せ
ん
。 

 

健
康
的
な
生
活
、
安
心
し
て

貯
金
が
で
き
る
余
裕
を
持
っ

た
生
活
が
実
現
で
き
る
よ
う
、

東
京
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

は
、
今
年
の
最
低
賃
金
を
引
き

上
げ
る
こ
と
を
強
く
願
い
ま

す
。 

 
 

れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
考
え
れ

ば
、
日
中
に
勤
務
す
る
非
正
規

社
員
は
と
て
も
現
在
の
最
低

賃
金
で
は
貯
金
な
ど
で
き
ま

せ
ん
し
、
一
人
暮
ら
し
も
ま
ま

な
り
ま
せ
ん
。 

中
略 

 

昨
年
の
最
低
賃
金
は
コ
ロ

ナ
禍
を
理
由
に
全
国
的
に
現

行
水
準
を
維
持
す
る
と
い
う

形
を
取
り
ま
し
た
。
郵
政
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
郵

政
の
非
正
規
労
働
者
の
時
給

は
最
低
賃
金
に
連
動
す
る
形

で
増
減
し
ま
す
。
こ
の
ま
ま
今 

 

■１０月から土曜休配 

土曜休配は今年の 10 月から行われ、送達日数繰り上げは来年

１月以降実施されます。つまり、二段階の変更がなされることと

なります。特に要配達物数の変化がある曜日が、月曜日と火曜日

です。会社の資料によれば、2021 年 10 月土曜休配以降月曜日が

163.8％、火曜日が 116.7％（ともに現在と比較して）となる計算

をしています。送達日数の繰り下げ後は、月曜日 155.0％、火曜

日 137.8％（現在と比較して）としています。 曜日別配達基準

物数（業務量想定）のポイントとして、月曜日対策、月曜日の負

担を軽減するため、休配日（土曜日・日曜日等）における書留・

記録系の配達滞留解消が重要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■配達物数の平準化？２パスの変更 

2021 年 10 月 2 日（土）から「土曜日配達の休止」が始まりま

す。ここで大きく変わるのが月曜日に配達する郵便物は、金曜日

と土曜日の引受分となることです。配達物数の平準化のため、日

曜日の引受分は、月曜日の引受分と併せて火曜日に配達となりま

す。水曜日から金曜日に配達している分に関して変わりはありま

せん。月曜日に配達する郵便物の 2パスは日曜日の昼間帯で行い、

火曜日に配達する郵便物の 2パスは月曜日の深夜から火曜日の早

朝にかけて行います。 

■完全配達可能な配達物数 カラー管理？ 

 つまり、月曜日と土曜日の 2パス処理が実施不要となり、新た

に日曜日の昼間帯に 2パスを実施することとなります。ここで、

月曜日の配達物数が大幅に増加するため、「完全配達可能な配達

物数」（要員配置計画の配置人数で超勤も含めて配達可能な物数）

を予め定めておきます。 

そして、それを超える分のカラー管理郵便物を火曜日以降へス

ライドして業務運行を確保するとしています。火曜日から金曜日

は郵便物の平準化を行い、超勤を抑制していくとしています。今

まで一週間で 6日間の配達がされていたのが 5日間になることか

ら、1 日当たりの配達物数が増加します。1 日当たりの上限物数

を超えないように物数をコントロールしていかなければいけま

せん。（１日当たりの上限物数＝配達上限物数とは、特増により

増配置超勤の追加を行い、完配できる最大物数） 

 

 

 

労働局前での宣伝行動・６月７日

い 

 

第１回 

 

 

 


